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同
窓
会
員
の
皆
様
こ
ん
に

ち
は
。
陽
春
の
候
ご
健
勝
に

て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

３
月
11
日
（
土
）
無
事
高
校

卒
業
式
を
終
了
し
2
2
9
名

（
男
子
1
0
3
名
・
女
子

1
2
6
名
）
の
新
入
会
員
第

69
期
生
が
同
窓
会
に
入
会
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
窓

会
よ
り
ご
卒
業
の
記
念
品
と

し
て
「
U
S
B
メ
モ
リ
ー
」

を
贈
呈
し
同
窓
会
憲
章
を
配

布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
恒
例
に
よ
り
卒
業
式
前

日
に
は
米
山
副
校
長
先
生
、

濱
田
事
務
長
ご
列
席
の
も
と

昼
食
を
共
に
し
な
が
ら
新
卒

業
生
の
同
窓
会
担
当
委
員

（
別
掲
載
）
と
同
窓
会
役
員

に
よ
る
打
ち
合
せ
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
。
基
本
的
に
は

同
窓
会
憲
章
を
共
通
理
念
と

し
て
総
務
・
財
務
・
広
報
・

事
業
・
組
織
拡
充
の
5
委
員

会
の
活
動
を
各
責
任
者
よ
り

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ご
協

力
を
依
頼
致
し
ま
し
た
。

　

4
月
6
日
（
木
）
平
成

29
年
度
入
学
式
が
開
催
さ

れ
中
学
生
1
4
0
名
（
男
子

62
名
・
女
子
78
名
）
高
校
生

2
3
8
名
（
男
子
1
1
2

名
・
女
子
1
2
6
名
）
い
づ

れ
も
6
倍
強
の
倍
率
を
突
破

さ
れ
て
の
入
学
で
多
摩
の
御

三
家
と
し
て
狭
き
門
で
し

た
。
法
政
中
学
か
ら
数
え
る

と
今
年
で
81
周
年
を
迎
え
る

母
校
で
す
の
で
永
い
歴
史
と

伝
統
が
あ
り
ま
す
が
そ
れ
を

築
き
上
げ
て
き
た
の
が
卒

業
生
即
ち
同
窓
生
で
あ
り

ま
す
。
今
年
卒
業
さ
れ
た

2
2
9
名
の
皆
様
は
今
日
か

ら
新
し
い
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ

を
築
い
て
い
く
こ
と
に
な
る

の
で
す
。

同
窓
会
は
P
T
A
・
法
政
プ

ラ
タ
ナ
ス
会
と
共
に
学
校
行

事
や
ク
ラ
ブ
活
動
を
応
援
し

て
い
ま
す
が
28
年
度
目
立
っ

た
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
チ
ア
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
部
が
東
京
大

会
・
関
東
大
会
と
勝
ち
抜
い

て
第
30
回
日
本
選
手
権
大
会

「JA
PA

N

・C
U

P2016

」

に
7
年
連
続
出
場
し
て
予

選
・
準
決
勝
を
突
破
。
過
去

最
高
位
の
第
7
位
入
賞
を
収

め
ま
し
た
。
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
部
が
第
50
回
東
京
都
大
会

で
3
位
と
な
り
関
東
大
会
に

出
場
し
て
第
8
位
と
な
り
ま

し
た
。
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
会
が

東
京
都
コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
賞

を
受
賞
し
3
月
25
日
（
土
）

第
50
回
定
期
演
奏
会
を
府
中

の
森
芸
術
劇
場
で
開
催
し
関

係
者
及
び
一
般
人
多
数
が
鑑

賞
さ
れ
ま
し
た
。
演
劇
部
が

東
京
都
コ
ン
ク
ー
ル
で
奨
励

賞
。
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス

イ
ミ
ン
グ
競
技
宮
田
萌
花
さ

ん
が
全
国
大
会
第
2
位
入

賞
。
陸
上
競
技
部
は
三
鷹
市

民
駅
伝
大
会
に
於
い
て
、
男

子
3
位
（
1
3
0
チ
ー
ム

中
）
女
子
優
勝
（
28
チ
ー
ム

中
）
と
好
成
績
を
収
め
清
原

慶
子
三
鷹
市
長
よ
り
お
誉
め

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
恒
例
の
「
鈴
掛
祭
」
を

演
出
し
た
生
徒
会
の
皆
さ
ん

も
見
事
な
活
動
で
し
た
。
平

成
29
年
度
も
た
く
さ
ん
の
ク

ラ
ブ
が
素
晴
ら
し
い
活
動
を

さ
れ
ま
す
よ
う
に
大
い
に
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
法
政
大
学
は
昨
年

「
自
由
を
生
き
抜
く
実
践

知
」
を
テ
ー
マ
に
大
学
憲
章

を
設
定
致
し
ま
し
た
。

立
場
の
違
う
人
々
が
自
由
を

生
き
抜
く
こ
と
の
出
来
る
社

会
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
こ

の
憲
章
の
目
指
す
理
想
で

す
。
と
田
中
優
子
総
長
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

　

法
政
大
学
の
今
年
の
受
験

志
願
者
は
11
万
9
千
人
W
大

M
大
を
抜
い
て
全
国
2
位
に

躍
進
し
ま
し
た
。

　

3
月
31
日
付
で
飯
田
亮
三

校
長
が
停
年
に
依
り
退
任
さ

れ
ま
し
た
。
2
0
1
0
年

1
月
の
北
海
道
事
件
以
来

「
安
全
・
安
心
」
「
信
頼
と

共
同
」
「
対
話
と
討
論
」
を

強
調
し
な
が
ら
学
校
再
生
・

教
育
再
生
に
ご
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。
新
校
長
は
岡
稔
彦

先
生
（
社
会
科
）
で
す
。
こ

れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
「
卒
業
生
を

大
切
に
す
る
学
校
は
発
展
す

る
」
今
年
は
3
年
に
1
回
開

催
の
同
窓
会
総
会
を
6
月
17

日
（
土
）
14
時
よ
り
新
校
舎

建
設
中
の
見
学
を
兼
ね
て
法

政
大
学
で
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
皆
様
万
障
お
繰
り
合
わ

せ
の
上
ご
参
加
賜
り
ま
す
様

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
同

窓
会
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
す
が
「
母
校
愛
」「
母
校
へ

の
貢
献
」
を
共
通
理
念
と
し

て
役
員
を
公
募
し
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
共
に
ご
尽
力
・
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自
由
を
生
き
抜
く
実
践
知
　　

　われわれ法政大学高等学校同窓会は母校の
伝統風土である「良き師、良き友集い結べり」
の精神を継承し、母校の校格を向上させるこ
とを目的として強力な支援体制を築く。
　また「母校の誇り、母校愛、母校への貢献」
を共通理念として会員が一体となった活力あ
る組織を形成するものである。

同 窓 会 憲 章

自
由
を
生
き
抜
く
実
践
知
　

同
窓
会 

会
長
　
岩
村 

元
雄! !



2

こ
そ
、
学
ぶ
こ
と
は
楽
し
い
。

　

私
は
、
教
師
と
し
て
、
自
分

が
学
ん
だ
こ
と
を
生
徒
に
話
を

す
る
こ
と
が
好
き
で
し
た
。
教

室
で
交
わ
し
た
生
徒
と
の
や
り

と
り
、
瞬
間
・
瞬
間
が
大
切
な

時
間
で
し
た
。

　

教
師
を
や
め
て
も
学
び
続
け

て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
私
に

は
も
う
そ
れ
を
直
接
お
話
で
き

る
学
校
も
教
室
も
、
生
徒
も
お

り
ま
せ
ん
。
淋
し
い
こ
と
で
す

が
、
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
、
未
熟
な
わ
た
し

を
支
え
て
く
れ
た
全
て
の
生
徒
・

教
職
員
・
保
護
者
・
同
窓
会
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

法
政
ら
し
い
学
び
と
、
法
政
ら

し
い
教
育
に
期
待
し
ま
す
。

　

2
0
1
0
年
1
月
、
高
2
修

学
旅
行
に
お
い
て
、
生
徒
に
対

す
る
教
員
の
暴
力
事
件
と
い
う

不
祥
事
が
発
生
し
ま
し
た
。
二

中
高
か
ら
異
動
と
な
っ
て
初
め

て
の
教
員
会
議
で
の
先
生
方
の

打
ち
ひ
し
が
れ
た
顔
を
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。「
安
全
・

安
心
」（
2
0
1
0
年
）、「
信

頼
と
共
同
」（
2
0
1
1
年
）、

「
対
話
と
討
論
」（
2
0
1
2
年
）

を
強
調
し
、
学
校
再
生
・
教
育
再

生
の
取
り
組
み
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

赴
任
以
来
、「
安
全
・
安
心
」

を
強
調
し
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
昨
年
7
月
、
重
大
事
故
が

起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
安

全
・
安
心
」が
何
を
お
い
て
も

最
優
先
さ
れ
る
こ
と
を
、
教
師

は
今
一
度
胸
に
刻
み
込
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
安
全
・
安
心
」の
た
め
に
は
、

「
信
頼
と
共
同
」が
必
要
で
す
。

　
「
信
頼
と
共
同
」の
た
め
に

は
、
教
師
集
団
は「
対
話
と
討

論
」の
力
を
つ
け
、
開
放
的
で

話
し
や
す
い
職
場
環
境
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ

と
り
の
気
持
ち
を
解
放
で
き
な

い
職
場
環
境
で
は
、
一
人
ひ
と

り
の
先
生
方
の
良
さ
を
十
二
分

に
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い

か
ら
で
す
。「
信
頼
と
共
同
」は

そ
れ
ほ
ど
大
切
な
も
の
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
二
高
で
31
年

間
。
中
高
で
7
年
間
。
法
政
の

付
属
校
で
38
年
間
、
教
師
を
し

て
き
ま
し
た
。
英
語
教
師
と
し

て
は
、
唄
・
映
画
・
パ
ソ
コ
ン

通
信
を
使
っ
て
生
徒
と
共
に
学

ん
で
き
ま
し
た
。
16
年
間
、
文

科
省
の
高
校
教
科
書
編
集
に
参

加
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
自

由
と
進
歩
」「
自
主
・
自
律
」と

い
う
学
風
の
も
と
で
仕
事
を
し

て
こ
れ
た
こ
と
を
大
変
誇
り
に

思
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
に
教
え

る
た
め
に
は
、
ま
ず
教
師
が
学

ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学

び
と
は
成
長
が
と
も
な
う
か
ら

　

縁
と
い
う
も
の
は
、
ま
っ
た

く
不
思
議
な
も
の
で
す
。

　

法
政
中
高
が
現
校
地
へ
移
転

し
た
と
き
、
そ
れ
が
三
鷹
市
牟

礼
と
聞
い
て
、
深
い
感
慨
が
わ

き
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
三

鷹
市
牟
礼
は
私
が
小
中
高
生
と

し
て
育
っ
た
、
つ
ま
り
、
ふ
る

さ
と
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

2
0
1
0
年
9
月
に
中
高
へ

の
異
動
希
望
募
集
が
あ
っ
た
と

き
、
二
中
高
勤
務
が
長
く
横
浜
に

住
む
私
は
、
逡
巡
し
ま
し
た
。

　

中
高
で
起
き
た
北
海
道
事
件

（
教
員
に
よ
る
対
生
徒
暴
力
事

件
）
は
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
で

し
た
。
個
人
的
な
体
験
と
教
職

教
養
に
お
け
る
学
び
、
さ
ら
に

二
中
高
勤
務
の
経
験
の
中
か

ら
、
暴
力
絶
対
否
定
は
自
分
に

は
何
の
疑
問
も
な
い
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
が
21
世
紀
の
教
育
現

場
に
あ
る
こ
と
自
体
、
信
じ
ら

れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
付
属
校
と
は
い
い
な

が
ら｢

自
由
と
進
歩｣

を
掲
げ
る

法
政
大
学
の
中
に
存
在
し
た

…
。
私
の
驚
き
と
悲
し
み
は
、

一
言
で
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
中
の
異
動
募
集
で
し
た
。

　

二
中
高
は
、
教
員
と
し
て
の

私
の
ふ
る
さ
と
で
す
。
そ
こ
で

教
員
と
し
て
社
会
人
と
し
て
、

と
て
も
大
切
な
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
そ
こ
を
去
る
と
い
う
こ

と
は
、
簡
単
に
決
心
で
き
る
こ

と
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
一

方
で
、
二
中
高
で
得
た｢

法
政

の
一
員｣

と
い
う
自
覚
は
身
に

染
み
込
ん
で
お
り
、
困
難
に
あ

え
ぐ
兄
弟
校
を
座
視
し
て
い
る

こ
と
も
で
き
な
い
、
と
い
う
思

い
が
日
に
日
に
強
ま
っ
て
い
っ

た
の
で
す
。

　

異
動
し
て
み
て
改
め
て
び
っ

く
り
し
た
の
は
、
私
の
卒
業
し
た

小
学
校
と
中
学
校
が
法
政
を
は
さ

む
と
い
う
立
地
状
況
で
し
た
。
む

ろ
ん
、
校
舎
は
す
っ
か
り
建
て
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
学
校

の
前
の
玉
川
上
水
が
変
わ
ら
ず
流

れ
て
い
た
の
は
、
感
動
的
で
す
ら

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
こ
ん
な
で
6
年
間
を

過
ご
し
、
7
年
目
に
校
長
と
い

う
職
務
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
同
僚
、
生
徒
に
恵
ま

れ
、
二
中
高
と
は
ま
た
別
の
、

こ
こ
に
勤
め
る
喜
び
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん

の
多
大
の
ご
協
力
も
あ
っ
て
、

教
育
再
生
の
歩
み
は
順
調
で

す
。
こ
の
歩
み
を
い
っ
そ
う
着

実
な
も
の
に
し
て
、
授
業
そ
の

他
、
法
大
付
属
な
ら
で
は
の
学

校
づ
く
り
に
励
み
た
い
と
決
意

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
の
み
な
さ
ま
へ 

退
任
の
ご
挨
拶

法
政
大
学
中
学
高
等
学
校
　
前
校
長
　
飯
田
亮
三
　

　
第
19
回 

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
に
参
加
し
て

                     

同
窓
会
組
織
拡
充
委
員
長
　
澤
田
安
弘

同
窓
会
の
み
な
さ
ま
へ 

就
任
の
ご
挨
拶

法
政
大
学
中
学
高
等
学
校
　
校
長
　
岡
　
稔
彦
　

日
　
時
　
11
月
19
日（
土
）13
時
30
分
か
ら
16
時

場
　
所
　
本
校
多
目
的
室　

1
F
食
堂

目
　
的
　
退
職
教
員
お
よ
び
卒
業
生
の
親
交
を
深
め
る

参
加
者
　
約
90
名

　
　
　
　

卒
業
生
81
名　

同
窓
会
役
員
7
名

　
　
　
　

プ
ラ
タ
ナ
ス
会
数
名

　
　
　
　

退
職
教
員
3
名　

飯
郷 

茂
先
生
・
若
橋 

保
男
先
生
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
宅 

進
先
生

　
　
　
　

現
職
教
員
４
名　

飯
田
校
長
・
米
山
副
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
先
生
・
宇
津
木
先
生

　
　
　
　

職
員　

濱
田
事
務
長
・
野
口（
P
T
A
同
窓
会
事
務
局
）

《 

第
一
部 

》 

懇
談
会　

13
時
30
分
～
14
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
会
の
辞
／
退
職
教
員
の
お
話
し 

な
ど

《 

第
二
部 

》 

懇
親
会　

14
時
30
分
～
16
時

　

岩
村
同
窓
会
会
長
の
挨
拶
、
お
よ
び
乾
杯
を
皮
切
り
に
卒

業
生
の
紹
介
、
各
期
代
表
の
方
の
挨
拶
と
記
念
撮
影
な
ど
、

終
始
和
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
特
筆
す
べ
き
は
、

第
八
期
卒
業
生
の
多
か
っ
た
こ
と
で
、
学
年
同
期
会
そ
の
も

の
で
し
た
。
こ
れ
ぞ
良
き
師
良
き
友
集
い
結
べ
り
!!

第
十
期
卒
業
生
の
み
な
さ
ま
、
私
達
も
２
年
後
元
気
で
大
勢

集
ま
り
ま
し
ょ
う
。
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  　　クラス委員長あいさつ

  　　新クラス委員の皆さんを迎え

平
成
28
年
度 

事
業
報
告

●１組
　今　郁人
　関川詩織

●２組
　南　佑樹
　藤井みなみ

●３組
　松本　航
　近藤のぞみ

●４組
　新井亮太
　石川結万

●５組
　木内雄二郎
　浅井美里

●６組
　比嘉礼央奈
　和賀久実

〔
平
成
28
年
〕

４
月
５
日（
火
）　

法
政
大
学
中
学
高
等
学
校
入

学
式
に
役
員
出
席

　
　
　
　
　
　
　
（
中
学
：
午
前
10
時　

　
　
　
　
　
　
　

 

高
校
：
午
後
1
時
）

　
　

10
日（
日
）　

東
京
都
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
春
季
大
会
１
回
戦
応
援

　
　

17
日（
日
）　

東
京
都
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
春
季
大
会
２
回
戦
応
援

　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
高
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
春
季
大
会
応
援

　
　

24
日（
日
）　

東
京
都
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
春
季
大
会
３
回
戦
応
援

　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
高
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
春
季
大
会
３
回
戦

応
援

　
　

29
日（
日
）　

東
京
都
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
春
季
大
会
４
回
戦
応
援

５
月
３
日　
　
　

東
京
都
高
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
春
季
大
会
４
回
戦

応
援

５
月
14
日（
土
）  

ク
ラ
ブ
コ
ー
チ
懇
談
会 

会
長

出
席

　
　

16
日（
月
）　

山
上
英
男
元
校
長
ご
葬
儀
参
列

　
　

22
日（
日
）　

東
京
都
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
東
京
都
選
手
権
大
会
応
援

　
　

28
日（
土
）　

第
１
回
役
員
会

　
　

29
日（
日
）　

法
政
高
校
・
法
政
二
高
硬
式

野
球
部
親
善
試
合
応
援

６
月
４
日（
土
）　

法
政
大
学
第
二
高
等
学
校
同

窓
会
定
時
総
会　

役
員
出
席

　
　

11
日（
土
）　

法
政
プ
ラ
タ
ナ
ス
会
総
会　

役
員
出
席

　
　

12
日（
日
）　

全
国
高
等
学
校
７
人
制
ラ
グ

ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
東

京
都
予
選
応
援

　
　

18
日（
土
）　

平
成
28
年
度
同
窓
会
ク
ラ
ス
・

ク
ラ
ブ
委
員
総
会
開
催　
　

　
　

19
日（
日
）　

法
政
大
学
校
友
会
三
鷹
支
部

総
会　

役
員
出
席

７
月
11
日（
月
）～　
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権

大
会
西
東
京
大
会
応
援

７
月
23
日（
土
）～
24
日（
日
）
　

　
　
　
　
　
　
　

広
報
委
員
会
硬
式
テ
ニ
ス
部

合
宿
取
材　

８
月
７
日（
日
）　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ

会
定
期
総
会

　
　

16
日（
火
）　

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

大
会
東
京
都
大
会
一
次
予
選

応
援

　
　

26
日（
金
）～
30
日（
日
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　

JapanCup2016

チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
日
本
選
手
権
大
会
応
援

　
　

27
日（
土
）～
９
月
13
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

高
校
総
体
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

競
技
選
手
権
大
会
東
京
都
予

選
応
援

９
月
23
日（
金
）　

第
４
回
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
　

24
日（
土
）
～
25
日（
日
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　

法
政
大
学
中
学
高
等
学
校
鈴

掛
祭
を
役
員
多
数
見
学

10
月
８
日（
土
）　

第
２
回
役
員
会

10
月
11
日　
　
　

秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球

大
会
応
援　
　
　
　
　

　
　

16
日（
日
）　

高
校
総
体
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会
東
京
都
予
選
応
援

　
　

29
日（
土
）　

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
会
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

総
会

11
月
３
日（
木
）　

法
政
大
学
理
系
同
窓
会
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　
　

19
日（
土
）　

第
19
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

出
席

　
　

20
日（
日
）　

第
25
回
三
鷹
市
民
駅
伝　

　
　
　
　
　
　
　

役
員
応
援

20
日
～
12
月
11
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

高
校
サ
ッ
カ
ー
部
地
区
新
人

選
手
権
大
会
応
援

　
　

23
日（
水
）　

硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
総
会　

役
員
出
席

12
月
３
日（
土
）　

法
政
プ
ラ
タ
ナ
ス
会
忘
年
会

役
員
出
席

　
　

４
日（
日
）　

法
政
大
学
校
友
会
三
鷹
支
部

忘
年
会

〔
平
成
29
年
〕

１
月
13
日（
金
）　

新
年
役
員
顔
合
わ
せ
会

　
　

21
日（
土
）　

第
３
回
役
員
会

　
　

28
日（
土
）　

オ
ー
ル
法
政
新
年
を
祝
う
会

役
員
多
数
出
席

２
月
11
日（
土
）　

ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
総
会

　
　

18
日（
土
）　

第
32
回
法
政
大
学
付
属
校
同

窓
会
役
員
懇
親
会（
幹
事
校
）

３
月
10
日（
金
）　

同
窓
会
新
卒
ク
ラ
ス
委
員
説

明
会

　
　
　
　
　
　
　

予
算
委
員
会

３
月
11
日（
土
）　

法
政
大
学
高
等
学
校
卒
業
式

役
員
出
席

　
　

17
日（
木
）　

法
政
大
学
中
学
校
卒
業
式　

役
員
出
席

　
　

23
日（
木
）　

法
政
大
学
体
育
会
卒
業
生
を

送
る
会　

　
　

25
日（
土
）　

法
政
大
学
第
二
中
・
高
等
学

校
新
校
舎
完
成
記
念
式
典　

会
長
出
席

　
　
　
　
　
　
　

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
会　

　
　
　
　
　
　
　

第
50
回
定
期
演
奏
会　

　
　
　
　
　
　
　

役
員
鑑
賞

（
火
・
祝
）

（
月
・
祝
）

 ２０１６年度新卒クラス委員紹介（高69期）

　

第
69
期
生
委
員
長
を
勤
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
、
木
内
雄

二
朗
で
す
。

　

み
な
さ
ん
が
大
好
き
な
こ

の
法
政
大
学
高
等
学
校
の
こ

と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
懐

か
し
ん
で
熱
く
語
れ
る
場
を

作
る
の
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

生
徒
会
長
と
し
て
の
経

験
を
活
か
し
な
が
ら
、
ク

ラ
ス
委
員
の
中
心
と
な
っ

て
し
っ
か
り
と
活
動
し
て

い
き
ま
す
！

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
69
期
生
ク
ラ
ス
委
員
長

木
内
雄
二
朗

　

２
０
１
６
年
度
新
入
同
窓
生
ク
ラ
ス

委
員
説
明
会
を
例
年
通
り
開
催
致
し
ま

し
た
。

米
山
副
校
長
、
濱
田
事
務
長
を
お
迎
え

し
、
高
69
期
新
ク
ラ
ス
委
員
に
、
同
窓
会

憲
章
、
組
織
、
運
営
等
に
つ
い
て
同
窓
会

会
長
及
び
各
委
員
会
よ
り
説
明
を
致
し

ま
し
た
。

　

昼
食
の
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
新
ク

ラ
ス
委
員
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、
高
校

の
ク
ラ
ブ
活
動
、
大
学
進
学
先
や
ク
ラ

ス
委
員
と
し
て
の
気
持
ち
や
役
割
等
、

た
く
さ
ん
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

木
内
ク
ラ
ス
委
員
長
も
上
記
の
と
お

り
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

法
政
高
校
同
窓
生
の
友
情
と
母
校
愛
を

い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
て
下
さ
い
。
併

せ
て
同
窓
会
へ
の
御
協
力
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

（
広
報
委
員
長  

大
貫
）
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 『

私
の
宝
者
た
ち
』

　
　
　

  

高
校
演
劇
部 

O
G

高
69
期　

岩
谷  

有
紗　

「
私
の
台
本
で
コ
ン
ク
ー
ル
に

臨
む
の
だ
と
し
た
ら
、
賞
は
取

れ
な
い
」

　

一
年
前
の
秋
。
地
区
大
会
が

終
わ
っ
て
、
ふ
と
こ
れ
か
ら
の

こ
と
を
考
え
て
出
て
き
た
の

は
、
そ
の
言
葉
で
し
た
。

　

私
は
中
学
一
年
生
か
ら
演
劇

部
に
所
属
し
て
い
て
、
基
本
的

に
台
本
を
書
い
て
活
動
し
て
き

ま
し
た
。
私
に
は
、
憧
れ
の
先

輩
が
い
ま
し
た
。
そ
の
先
輩
は

い
つ
も
心
に
響
く
台
本
を
書
く

人
で
、
高
校
生
の
出
場
す
る
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
、
何
度
も
奨
励

賞
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も

い
つ
か
コ
ン
ク
ー
ル
用
に
あ
ん

な
台
本
が
書
け
た
ら
い
い
な
、

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
春
、
創
作
の
台
本

で
い
く
か
、
既
成
の
台
本
で
い

く
か
と
い
う
話
に
な
っ
た
と
き

に
、
私
は「
書
き
た
く
な
い
」と

言
い
ま
し
た
。
一
年
も
の
間
、

台
本
を
書
い
て
お
ら
ず
、
実
績

が
あ
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
の

で
、
自
信
が
な
か
っ
た
の
で

す
。
特
に
、
先
輩
の
よ
う
な
台

本
が
書
け
な
け
れ
ば
奨
励
賞
は

取
れ
な
い
、
と
い
う
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
は
、
書
け
な
い
私
を
さ
ら

に
追
い
込
み
ま
し
た
。
最
後
の

コ
ン
ク
ー
ル
だ
と
わ
か
っ
て
い

て
も
、
私
の
気
持
ち
は
変
わ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
後
輩
た
ち
は
そ
れ
で

引
き
下
が
る
よ
う
な
子
た
ち
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
有
紗
先
輩
の
台
本
で
や
り
た

い
ん
で
す
」

高
三
に
と
っ
て
最
後
の
コ
ン
ク

ー
ル
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う

か
。
話
の
内
容
は
全
員
で
考
え

れ
ば
い
い
し
、
有
紗
先
輩
が
詰

ま
っ
た
と
き
は
何
で
も
相
談
に

乗
り
ま
す
。
ダ
メ
そ
う
に
な
っ

た
ら
、
い
つ
で
も
言
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
ん
な
ふ
う
に
一
生
懸

命
説
得
さ
れ
、
六
月
半
ば
、
私

は
し
ぶ
し
ぶ
台
本
を
書
き
は
じ

め
ま
し
た
。

　

け
れ
ど
も
、
そ
の
あ
と
何
度

も
、
や
っ
ぱ
り
書
け
な
い
、
書
き

た
く
な
い
、
を
繰
り
返
し
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
私
の
台
本
で
や
り

た
い
と
言
っ
て
く
れ
る
仲
間
た

ち
の
た
め
に
、
や
め
る
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
仕
事

は
本
当
に
、
み
ん
な
で
考
え
た
話

を
そ
の
ま
ま
文
字
に
起
こ
す
だ

け
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
一

人
で
書
い
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、

書
き
続
け
ま
し
た
。

　

結
局
、
未
完
成
と
い
え
ど
も
事

実
上
台
本
が
上
が
っ
た
の
は
、
八

月
の
初
め
で
し
た
。
稽
古
が
始
ま

っ
て
か
ら
も
、
台
本
に
は
何
度
も

修
正
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
コ
ー
チ
を
交
え
て
み
ん
な
で

何
度
も
話
し
合
い
ま
し
た
。
時
間

が
足
り
な
い
。
集
中
力
が
足
り
な

い
。
足
り
な
い
も
の
ば
か
り
の
中

で
、
何
か
ら
ク
リ
ア
し
て
い
け
ば

い
い
の
か
。
あ
る
時
、
私
た
ち

は
一
つ
の
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

「
奨
励
賞
を
取
る
」　

こ
れ
は
、
今

ま
で
毎
年
の
よ
う
に
先
輩
た
ち

が
成
し
遂
げ
て
き
た
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
、
目
標
に
向
か
っ
て
稽

古
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

　

九
月
十
日
、
本
番
当
日
。
私
た

ち
が
表
現
す
る
の
に
与
え
ら
れ

た〝
一
時
間
〟は
、
と
て
も
早
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
、
当
日
は

音
響
を
担
当
し
た
の
で
す
が
、
音

響
が
入
ら
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
あ

あ
こ
れ
で
最
後
だ
と
か
、
こ
の
メ

ン
バ
ー
で
よ
か
っ
た
だ
と
か
、
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

同
時
に
、
賞
が
取
れ
る
レ
ベ
ル
の

も
の
を
見
せ
ら
れ
た
の
か
、
と
も

考
え
ま
し
た
が
、
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
役
者
の
三
人
の
演
技
は

と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

照
明
も
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

音
響
も
、
ま
ず
ま
ず
の
出
来
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し

か
し
台
本
は
―
―
？　

伝
え
た

い
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま

す
。
み
ん
な
で
決
め
た
ス
ト
ー
リ

ー
で
す
。
わ
か
っ
て
い
て
も
、
不

安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

翌
日
の
夜
、
結
果
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
多
摩
南
地
区
の
参
加
校

十
四
校
中
、
二
校
が
都
大
会
に

　

７
月
25
日
～
26
日 

同
窓
会

広
報
初
の
硬
式
テ
ニ
ス
部
夏
合

宿
訪
問
取
材
で
す
。

　

朝
９
時
に
合
宿
所
に
兼
坂
先

生
と
取
材
打
ち
合
わ
せ
。
今
年

は
男
女
一
緒
の
合
宿
で
す
（
宿

舎
別
で
す
）。
男
子
38
名
、
女

子
19
名
、
兼
坂
先
生
、
金
川
先

生
、
西
山
コ
ー
チ
（
法
政
二
高

テ
ニ
ス
部
）
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
着
。
写
真
撮
影
に

30
分
16
面
あ
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

に
散
っ
て
男
子
は
シ
ン
グ
ル
ス

６
ゲ
ー
ム
先
取
で
試
合
、
女
子

は
兼
坂
先
生
が
個
人
に
球
出

し
、
暑
い
中
大
変
で
す
。
そ
の

他
の
女
子
部
員
は
西
山
コ
ー
チ

の
戦
術
面
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
、

一
秒
も
無
駄
に
し
な
い
指
導
ぶ

り
で
し
た
。
使
用
す
る
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
に
感
謝
し
礼
を
す
る
場

面
を
何
度
も
目
に
し
ま
し
た
。

　

合
宿
の
最
後
の
日
は
山
中
湖

一
周
ラ
ン
ニ
ン
グ
１
３
・
５
K

の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
湖
畔
を

走
っ
て
合
宿
完
了
で
す
。

合宿所からテニスコート迄１K の道をランニング（往復）

推
薦
さ
れ
、
四
校
が
奨
励
賞
を

受
賞
で
き
る
と
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
は
、
も
う
賞
な
ど

取
れ
な
く
て
も
い
い
、
み
ん
な

今
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
や
っ

た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
十

分
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
ま
ず
は
、
奨
励
賞
か
ら
発
表

し
ま
す
―
―
」

　

耳
を
疑
い
ま
し
た
。『
盲
目

の
小
鳥
』を
上
演
し
た
、
法
政

高
校
。
一
瞬
、
何
の
こ
と
だ
か

わ
か
ら
な
く
て
、
本
当
に
呼
ば

れ
た
か
ど
う
か
も
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
確
か
に

呼
ば
れ
た
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
泣
き
な
が
ら
笑

い
ま
し
た
。
よ
か
っ
た
、
本
当

に
よ
か
っ
た
と
何
度
言
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
私
は
思

い
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
み

ん
な
で
紡
ぎ
だ
し
た
物
語
で
、

私
だ
け
の
も
の
じ
ゃ
な
い
。
仲

間
が
い
た
か
ら
台
本
が
書
け
て
、

仲
間
が
い
た
か
ら
こ
こ
ま
で
素

敵
な
作
品
が
で
き
た
の
だ
と
。

　

私
は
と
て
も
幸
せ
で
す
。
い

い
仲
間
に
恵
ま
れ
て
、
い
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
つ
ら
く
苦
し
い
こ
と
も
幾

度
と
な
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
私
は
、
今
ま
で
の
日
々
を

一
生
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
公
演
を
重

ね
て
い
く
後
輩
た
ち
に
、
少
し

で
も
こ
の
部
活
に
入
っ
て
よ
か

っ
た
と
思
え
る
日
が
来
る
こ
と

を
、
祈
っ
て
い
ま
す
。

〜
西
山
コ
ー
チ
談
〜

  

部
員
達
よ

  

敗
け
て
泣
く
よ
り

  

勝
っ
て
泣
け

だより

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
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信
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瀬
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平
成
28
年
11
月
20
日（
日
）、
三

鷹
市
民
駅
伝
大
会
が
三
鷹
市
内
で

開
か
れ
、
今
年
も
高
校
陸
上
部
が

参
加
し
ま
し
た
。

■
法
政
大
学
高
等
学
校

　

陸
上
競
技
部
顧
問木村

越
先
生
よ
り

　

先
日
行
わ
れ
た
三
鷹
駅
伝
で
は
、

同
窓
会
、
校
友
会
三
戸
支
部
・
品

川
支
部
の
皆
様
を
は
じ
め
、
た
く

さ
ん
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

朝
早
く
か
ら
幟
の
準
備
、
選
手
へ

の
激
励
の
数
々
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
懇
親
会
で
の
皆
様
か
ら

の
温
か
い
励
ま
し
の
御
言
葉
か
ら
、

部
員
達
も
気
持
ち
を
新
た
に
、
法

政
プ
ラ
イ
ド
を
再
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

皆
様
の
応
援
の
お
か
げ
で
、
女

子
が
優
勝
、
男
子
が
3
位
と
い
う

結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

陸
上
部
は
校
内
に
練
習
環
境
が

な
い
た
め
、
常
に
遠
く
の
競
技
場

ま
で
通
い
練
習
す
る
日
々
、
走
る

こ
と
に
近
道
は
な
く
、
食
事
か
ら

基
本
的
な
生
活
習
慣
に
ま
で
気
を

配
り
な
が
ら
一
年
間
継
続
し
て
練

習
し
て
い
ま
す
。

　

楽
し
い
こ
と
よ
り
も
、
つ
ら
い

こ
と
の
方
が
多
い
な
か
、
そ
れ
で

も
練
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
の
は
皆
様
か
ら
の
応
援
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
な
走
り
が
し
た
い
、

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
と
い

う
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
女
子
チ
ー
ム
は
全
員
が

一
年
生
で
し
た
。
先
輩
か
ら
話
に

は
聞
い
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、

実
際
に
三
鷹
駅
伝
を
体
験
す
る
ま

で
は
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
と
い

う
こ
と
が
本
当
の
意
味
で
は
わ
か

っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

三
鷹
市
役
所
か
ら
始
ま
り
、
法
政

高
校
、
三
鷹
駅
を
囲
む
12
・
２
K

の
コ
ー
ス
が
法
政
幟
で
オ
レ
ン
ジ

に
染
ま
っ
た
景
色
、
そ
の
中
で
走

れ
た
こ
と
は
、
部
員
の
心
の
中
で

大
き
く
残
り
続
け
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

女
子
の
優
勝
を
見
て
、
涙
を
流

し
て
く
だ
さ
っ
た
同
窓
会
の
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
法
政
と

い
う
長
い
歴
史
を
持
つ
伝
統
校
の

一
員
な
の
だ
と
部
員
達
も
強
く
意

識
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

飛
べ
な
い
な
ら
走
れ
、
走
れ
な

い
な
ら
歩
け
、
歩
け
な
い
な
ら
這

え
、
這
え
な
い
な
ら
も
が
く
、
う

ま
く
い
か
な
い
と
き
で
も
小
さ
な

一
歩
を
前
進
し
続
け
る
法
政
高
校

陸
上
部
で
あ
る
こ
と
を
お
約
束
し

て
、
皆
様
へ
の
謝
辞
に
替
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
法
政
高
校
陸
上
部
へ

の
ご
声
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
日
の
秋
季
リ
ー
グ
戦
に
お
き
ま

し
て
、
同
窓
会
の
皆
様
に
は
遠
い
と

こ
ろ
応
援
に
来
て
頂
き
ま
し
て
、
誠

に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
加
え

て
、
陣
中
お
見
舞
い
ま
で
頂
き
ま
し

て
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

法
政
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
で

は
、
こ
こ
3
年
ほ
ど
東
京
都
で
最
下

位
に
甘
ん
じ
て
お
り
ま
し
た
。
昨
年

度
は
3
年
生
が
お
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
こ
れ
ま
で
の
2
年
間
で
、
東

京
の
上
位
を
目
指
せ
る
チ
ー
ム
作
り

を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
度
は

4
年
ぶ
り
の
関
東
大
会
出
場
を
目
指

し
て
長
い
リ
ー
グ
戦
を
15
名
の
選
手

と
6
名
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
戦
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
先
日
の
9
月
16

日
に
無
事
に
大
会
を
終
了
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
応
援
に
来
て
い
た
だ
い

た
同
窓
会
プ
ラ
ナ
タ
ス
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
、
お
礼
を
兼
ね
ま
し

て
試
合
結
果
の
ご
報
告
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

高
校
に
存
在
す
る
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
部
の
多
く
は
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
等
に

よ
っ
て
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
経
験
者
を

集
め
て
お
り
、
本
校
の
よ
う
に
高
校

に
な
っ
て
初
め
て
ス
ケ
ー
ト
を
初
め

た
生
徒
で
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム
が
、

こ
れ
ら
の
強
豪
校
に
勝
つ
こ
と
は
難

し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
我

が
部
で
は
、
あ
く
ま
で
も
生
徒
の
人

間
的
成
長
を
助
け
る
一
環
と
し
て
部

活
動
の
立
ち
位
置
を
置
き
、
か
け
が

え
の
な
い
青
春
の
一
ペ
ー
ジ
に
友
情

と
一
所
懸
命
さ
を
書
き
記
す
こ
と
の

で
き
る
場
を
設
定
す
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
従

っ
て
、
始
め
た
ば
か
り
の
1
年
生
も

試
合
に
出
場
さ
せ
、
勝
敗
を
気
に
し

な
が
ら
も
「
全
員
ホ
ッ
ケ
ー
」
を
貫

い
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
厳

し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
保
護

者
、
O
B
会
、
応
援
に
来
て
く
だ

さ
っ
た
生
徒
諸
君
、
先
生
方
、
同
窓

会
や
プ
ラ
ナ
タ
ス
会
の
皆
様
の
応
援

を
力
に
、
東
京
都
3
位
と
い
う
立
派

　

法
政
大
学
高
等
学
校
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
O
B
・
O
G
会
で
は
、

昨
年
10
月
29
日
（
土
）
に
、

「
第
10
回
同
窓
会
」
を
開
催
致

し
ま
し
た
。
今
年
度
の
同
窓
会

は
、
現
在
改
修
工
事
を
行
っ
て

お
り
新
校
舎
も
建
立
さ
れ
た
ば

か
り
の
法
政
大
学
市
ヶ
谷
校
舎

に
て
行
い
ま
し
た
。
会
場
は
市

ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
シ
ン
ボ
ル

と
も
言
え
る
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

タ
ワ
ー
」
の
25
階
に
あ
る
レ
ス

ト
ラ
ン
を
貸
切
り
で
お
借
り
し

ま
し
た
。
当
会
場
か
ら
の
眺
望

は
大
変
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ

り
、
武
道
館
や
皇
居
の
真
上
と

い
っ
た
珍
し
い
も
の
か
ら
、
富

士
山
ま
で
を
も
望
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
ん
な
会
場
に
も

劣
ら
ず
、
同
窓
会
も
大
変
盛
り

上
が
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
会
の
毎
年
恒
例
行
事
と
な

っ
て
い
る
同
窓
会
で
あ
り
ま
す

が
、
近
年
は
参
加
者
の
減
少
や

参
加
メ
ン
バ
ー
の
年
代
の
偏
り

と
い
う
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま

し
た
。
当
会
の
同
窓
会
担
当
メ

ン
バ
ー
は
、
こ
う
し
た
課
題
を

解
決
す
べ
く
、
今
年
度
は
同
窓

会
の
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
る

こ
と
に
尽
力
し
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
日
程
決
め
を
早
期
よ

り
行
い
、
な
る
べ
く
近
い
年

代
の
方
か
ら
告
知
が
届
く
よ

う
、
年
代
ご
と
に
連
絡
担
当
者

を
設
け
ま
し
た
。
ま
た
、
大

学
生
の
参
加
者
を
増
や
す
た

め
、
会
場
の
選
定
に
も
こ
だ
わ

り
を
持
ち
ま
し
た
。
余
興
に
関

し
て
は
例
年
、
同
窓
会
中
に
ク

イ
ズ
大
会
や
ビ
ン
ゴ
大
会
を
開

催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
同
窓

会
は
懐
か
し
い
仲
間
に
会
う
こ

な
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
手
前
味
噌
に
な
り
ま
す
が
、
私

共
か
ら
見
ま
し
て
も
、
部
員
の
持
て

る
力
を
出
し
切
る
こ
と
の
で
き
た
良

い
大
会
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
こ
の

結
果
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
東
京
都
代

表
の
1
校
と
し
て
、
12
月
9
日
～
11

日
に
埼
玉
県
上
尾
市
で
行
わ
れ
る
関

東
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し

た
。
他
県
の
学
校
は
我
々
よ
り
も
強

い
チ
ー
ム
ば
か
り
で
す
が
、
臆
す
る

こ
と
な
く
、
最
後
の
最
後
ま
で
法
政

ら
し
い
「
全
員
ホ
ッ
ケ
ー
」
で
戦
っ

て
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

関
東
大
会
で
も
暖
か
い
ご
声
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
度
は
主
力
の
3
年
生
が
卒
業

し
、
部
員
が
半
数
以
下
と
な
り
ま

す
。
単
独
チ
ー
ム
と
し
て
出
場
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
が
、
新
入

部
員
の
獲
得
を
目
指
し
、
再
び
秋
に

は
オ
レ
ン
ジ
色
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
で
大

会
に
出
場
で
き
る
よ
う
、
選
手
・
ス

タ
ッ
フ
一
同
頑
張
る
所
存
で
す
。
60

年
培
わ
れ
た
伝
統
を
継
承
す
べ
く
、

今
で
き
る
こ
と
に
全
力
を
注
ぎ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
声
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

と
の
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
あ

り
、
歓
談
の
時
間
を
多
く
取
り

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
余
興
の
時
間
は

設
け
ず
、
会
食
を
楽
し
み
な
が

ら
学
生
時
代
の
思
い
出
を
語
っ

た
り
、
近
況
を
報
告
し
合
っ
た

り
、
年
代
を
隔
て
ず
会
話
で

き
る
時
間
を
大
切
に
し
ま
し

た
。
B
G
M
と
し
て
過
去
の

演
奏
会
音
源
を
流
し
、
様
々
な

会
話
で
大
変
雰
囲
気
の
良
い
会

場
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
の
終
盤
に
は
参
加
者
全
員

で
記
念
写
真
を
撮
り
、
大
学

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
、
「
え
こ
ぴ
ょ
ん
」
の
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
を
同
窓
会
参
加
の

記
念
品
と
致
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
例
年
以
上
の
参
加

者
に
恵
ま
れ
、
大
い
に
盛
り
上

が
る
会
と
な
り
ま
し
た
。
来
年

度
も
更
な
る
参
加
者
数
の
増

大
、
企
画
の
充
実
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
会 

定
期
演
奏
会

 

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

     

顧
問　

余
宮  

賢　
　

　
　
　
　

  

伊
賀  

章
子　

法
政
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
会
O
B
O
G
会　

堀
越
芽
衣

第
25
回

三
鷹
市
民
駅
伝 

入
賞

　
　
　

◇ 

男
子
３
位 

◇

         

◇ 

女
子
優
勝 

◇

２
０
１
６
年
11
月
20
日（
日
）開
催
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平
成
22
年
に
法
政
一
高
・
卒

業
50
周
年
の
ク
ラ
ス
会
を
数
十

年
ぶ
り
に
吉
祥
寺
の
聘ヘ

イ
チ
ン
ロ
ウ

珍
樓
で

再
会
し
て
か
ら
、
会
場
を
原
宿
・

南
国
酒
家
に
移
し
隔
年
で
ク
ラ

ス
会
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
７
日
に
由
井
龍
三

先
生
の
米
寿
の
お
祝
い
を
兼
ね

ク
ラ
ス
会
を
開
催
、
18
名
の
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
が
出
席
し
ま
し

た
。
我
々
は
今
や
後
期
高
齢
者

の
世
代
で
、
野
辺
・
鈴
木
両
君

は
酸
素
ボ
ン
ベ
を
携
行
し
て
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
又
今
回

初
め
て
出
席
し
た
石
出
君
と
は

数
十
年
ぶ
り
に
会
っ
た
方
々
も

多
く
懐
か
し
く
旧
交
を
温
め
ま

し
た
。
宴
会
の
開
始
時
間
に

な
っ
て
も
毎
回
30
分
前
に
は
会

場
入
り
さ
れ
て
い
る
先
生
が
到

着
せ
ず
幹
事
３
人
が
「
も
し
や
」

と
心
配
し
ま
し
た
が
J
R
の

事
故
の
影
響
で
遅
延
し
た
と
の

こ
と
で
颯
爽
と
し
た
姿
で
入
場

さ
れ
ま
し
た
。

　

中
谷
君
の
開
会
の
辞
、
そ
し

て
健
康
長
寿
の
先
生
の
ご
挨
拶

に
聞
き
入
り
ま
し
た
。
石
田
君

の
乾
杯
の
音
頭
で
賑
や
か
な
会

食
・
歓
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。

杉
村
君
の
司
会
で
順
番
に
出
席

者
を
指
名
、
一
人
が
近
況
報
告

す
る
た
び
に
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ

ヤ
と
一
層
賑
や
か
な
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
時
間
の
経
つ
の
が

早
く
、
集
合
写
真
撮
影
の
後
、

ク
ラ
ス
会
で
は
今
回
初
め
て
全

員
で
蛮
声
を
張
り
上
げ
校
歌
斉

唱
、
岩
戸
君
の
締
め
で
散
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
も
高
齢
と
な

り
ま
し
た
が
、
ま
だ
現
役
で
仕

事
を
続
行
の
方
、
自
営
業
で
頑

張
っ
て
る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
地
域
社
会
に
貢
献
し
て

い
る
方
、
趣
味
の
世
界
に
没
頭

の
方
、
平
々
凡
々
と
浮
世
に
身

を
任
せ
て
い
る
方
等
、
様
々
で

す
が
皆
そ
れ
ぞ
れ
充
実
し
た
人

生
を
謳
歌
し
て
い
ま
す
。

　

我
々
幹
事
の
間
で
は
「
ク
ラ

ス
会
は
今
回
が
最
後
と
な
ろ

う
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
よ
り
「
ま
た
や
っ
て
ほ

し
い
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

来
年
は
由
井
先
生
が
卒
寿
、
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
が
喜
寿
の
ダ
ブ
ル

の
お
祝
い
と
な
り
ま
す
。
先
生

の
ご
健
康
が
良
好
で
あ
れ
ば
開

催
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。

　

先
生
と
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
ご

健
康
と
ご
好
運
を
切
に
願
う
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

高
12
期
６
組　

松
浦　

敏
春

　
「
27
期
５
組 

還
暦
同
窓
会
」開
催　
幹
事　

穂
積  

雅
光

由
井
先
生
・
米
寿
の
お
祝
い
ク
ラ
ス
会

　

去
る
９
月
３
日(

土)

に
田

町
『
牡
丹
』
に
て
還
暦
同
窓

会
を
行
い
ま
し
た
。
前
回
か

ら
７
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い
前

回
ご
出
席
頂
い
た
恩
師
小
川

先
生
は
鬼
籍
に
入
ら
れ
、
先

生
の
ご
冥
福
を
祈
り
級
長
発

声
の
も
と
黙
祷
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。　

　

還
暦
の
節
目
を
迎
え
た
か

つ
て
の
紅
顔
の
美
少
年
達
、

話
の
内
容
は
も
っ
ぱ
ら
年
金

と
定
年
・
・
・
同
じ
歳
で
当

た
り
前
で
す
が
興
味
の
あ
る

部
分
は
共
通
で
し
た
。
初
め

は
硬
い
雰
囲
気
で
し
た
が
そ

こ
は
同
級
生
、
直
ぐ
に
昔
の

雰
囲
気
に
戻
り
「
オ
マ
エ
、

オ
レ
」
の
世
界
に
・
・
・
昔

の
悪
さ
や
失
敗
談
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
又
中
に
は
非

常
に
記
憶
力
が
良
い
者
が
居

て
当
時
高
校
３
年
生
の
私
た

ち
の
ク
ラ
ス
は
６
年
５
組
と

呼
ば
れ
て
い
た
事
等
、
40
年

余
の
時
間
を
超
越
し
た
楽
し

い
時
間
を
共
有
致
し
ま
し
た
。

仕
事
上
の
関
係
と
は
違
い
何

も
し
が
ら
み
の
な
い
、
利
害

関
係
の
な
い
関
係
が
こ
れ
ほ

ど
心
地
良
い
と
感
じ
た
時
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
名
残

惜
し
さ
か
ら
か
多
く
の
オ
ジ

さ
ん
達
は
徒
党
を
組
ん
で
夜

の
銀
座
に
消
え
た
の
で
あ
り

ま
し
た
。

　

今
回
は
18
名
の
参
加
で
し

た
が
今
後
は
先
が
な
い
か
ら

同
窓
会
は
２
年
毎
に
や
れ
と

釘
を
刺
さ
れ
、
学
び
の
地
吉

祥
寺
に
て
開
催
を
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
の
濃
密
な
３
年
間
が

蘇
っ
た
一
時
で
あ
り
ま
し
た
。

 

２
０
１
７
年
度 

法
政
大
学
高
等
学
校 

入
学
式                

　
　
　
　
　
　
　
　

                      

平
成
29
年
4
月
６
日（
木
）

 

２
０
１
６
年
度 

法
政
大
学
高
等
学
校 

卒
業
式

        　
　
　
　
　
　
　
　

              

平
成
29
年
3
月
11
日（
土
）

由
井
先
生
を
中
心
に
満
面
の
笑
顔
で 

ポ
ー
ズ
を
つ
く
る
６
組
の
面
々
。

　

満
開
の
桜
の
中
、
午
後
１

時
か
ら
体
育
館
１
階（
メ
イ

ン
ア
リ
ー
ナ
）に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
入
学
生
と
保
護
者

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
入
学
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
法
政
大
学
よ
り
田

中
優
子
総
長
の
参
列
と
ご

祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。
岡

新
校
長
の
式
辞
、
P
T
A

及
び
生
徒
会
会
長
の
祝
辞
、

P
T
A
・
同
窓
会
・
プ
ラ
タ

ナ
ス
会
の
皆
様
に
も
多
数
ご

参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

生

徒
会
会
長 

高
橋
傑
君
よ
り

新
入
生
へ
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

た
の
ち
、
新
入
生 

宮
﨑
卓

音
君
か
ら
希
望
に
あ
ふ
れ
た

「
誓
い
の
こ
と
ば
」が
述
べ
ら

れ
、
校
歌
演
奏
に
て
閉
会
に

な
り
ま
し
た
。　
　
（
広
報
）

　

雨
の
多
い
こ
の
季

節
に
お
い
て
晴
天
に

恵
ま
れ
、
2
2
9
名

（
男
子
1
0
3
名
・  

女
子
1
2
6
名
）
の

卒
業
生
を
送
り
だ
し

ま
し
た
。

　

飯
田
前
校
長
の
心

温
ま
る
式
辞
、
ご
来

賓
か
ら
の
祝
辞
。
感

動
の
卒
業
証
書
授
与

式
、
の
ち
に
P
T
A

及
び
同
窓
会
会
長
の

祝
辞
、
そ
し
て
卒
業

生
か
ら
の
力
強
い
代

表
答
辞
、
校
歌
斉
唱

と
つ
つ
が
な
く
式
典

が
進
み
ま
し
た
。　

　

卒
業
生
の
皆
様
の

ご
活
躍
を
心
か
ら
折

り
致
し
ま
す
。（広

報
）
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２
０
１
６
年
度 

報
奨
制
度
表
彰
生
徒　

 　

　
　
　
（
卒
業
式
表
彰
者
）

◆
退　
　

職 （
２
０
１
７
年
３
月
）

   

飯
田 

亮
三 

　
　

 （
専
任
教
諭
・
校
長
・
英
語
科
）

   

金
川 

正
治（
専
任
教
諭
・
国
語
科
）

   

松
村 

香
奈（
専
任
教
諭
・
英
語
科
）

   

櫻
川 

博
樹（
特
別
教
諭
・
社
会
科
）

   

中
村 

健
士
郎

　
　
　
　

    

（
特
別
教
諭
・
英
語
科
）

   

吉
澤 

育
美

    

（
任
期
付
教
諭
・
保
健
体
育
科
）

◆
採　
　

用 （
２
０
１
７
年
４
月
）

   

佐
相 

健
斗 

　

   　

 （
専
任
教
諭
・
保
健
体
育
科
）

   

植
竹 

佑
樹（
特
別
教
諭
・
国
語
科
）

   

小
林 

優
香（
特
別
教
諭
・
社
会
科
）

   

松
本 

直
明（
任
期
付
教
諭
・
国
語
科
）

   

中
村 

健
士
郎（
任
期
付
教
諭・英
語
科
）

   

リ
リ
・
シ
ー
ト

　

     （
外
国
人
特
別
講
師
・
英
語
科
）

◆
職
位
退
任 （
２
０
１
７
年
３
月
）

   

米
山 

宏
史（
副
校
長
）

◆
職
位
就
任 （
２
０
１
７
年
４
月
）

   

松
浦 

麻
紀
子（
副
校
長
）

◆
転　
　

出 （
２
０
１
７
年
３
月
）

   

浅
岡 

か
ず
み

   

（
専
任
職
員
・

    

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
室 （
課
）へ
）

◆
転　
　

入 

（
２
０
１
７
年
４
月
）

   

仲
田 

隆
美

    

（
専
任
職
員
・
小
金
井
事
務
部
よ
り
）

＊
成
績
優
秀
者
奨
学
金該当

者
な
し

＊
学
年
優
等
賞

６
─
３　

森　

谷　
　

瞭　

＊
認
定
海
外
留
学
奨
励
金

６
─
６　

落　

合　

亜　

咲

＊
ス
ポ
ー
ツ
・
学
術
・
文
化
等

　

優
秀
賞
（
１
団
体
）

☆
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

６
─
１　

葛　

岡　

由　

花

６
─
１　

田　

島　

玲　

奈

６
─
１　

山　

下　
　

遥　

６
─
１　

青　

羽　

あ　

み

６
─
２　

遠　

藤　

明
日
香

６
─
２　

濱　

矢　

彩　

生

６
─
３　

鈴　

木　

桃　

子

６
─
４　

原　

口　
　

玲　

６
─
４　

野　

村　

彩　

夏

６
─
４　

山　

口　

祐
実
伽

６
─
４　

小
野
澤　

美　

来

６
─
５　

酒　

本　

奈　

穂

６
─
５　

橋　

本　
　

舞　

６
─
６　

濱　

島　

茉　

凜

法政大学高等学校同窓会　平成27年度収支決算書
（27.4 .1 ～ 28.3 .31）

法政大学高等学校同窓会　平成28年度収支予算書
（28.4 .1 ～ 29.3 .31）

　

今
回
の
第
４
回
コ
ン
ペ
は
、

昨
年
の
９
月
23
日
（
金
）
鳩
山

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
新
ペ

リ
ア
方
式
で
開
催
、
７
組
28
名

の
参
会
者
を
募
り
ま
し
た
が
、

丁
度
同
数
の
ご
応
募
が
あ
り
、

曇
り
空
の
下
で
し
た
が
、
皆
さ

ん
元
気
に
プ
レ
イ
を
楽
し
み
ま

し
た
。
６
期
生
１
名
、
７
期
生

７
名
、
８
期
生
５
名
の
高
齢
者

が
約
半
数
を
占
め
ま
し
た
が
、

36
期
生
、
38
期
生
、
の
中
堅
同

窓
生
と
今
回
初
め
て
女
子
２

名
〈
法
政
女
子
校
か
ら
の
オ
ブ

サ
ー
バ
ー
参
加
〉
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ペ
は
毎
年
の
優
勝

者
と
、
準
優
勝
者
に
幹
事
を
ご

担
当
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
ゴ

ル
フ
歴
や
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
精

通
さ
れ
た
方
々
が
多
く
、
毎
年

の
コ
ン
ペ
会
場
を
提
供
頂
い
て

い
る
鳩
山
カ
ン
ト
リ
ー
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
頂
い
て
、
権
威
の

あ
る
ル
ー
ル
の
も
と
、
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
参
加
費
、
充
実
し
た

入
賞
賞
品
で
、
楽
し
く
気
楽
な

雰
囲
気
を
も
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
次
回
の
コ
ン
ペ
に
は

女
子
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
も
ご

参
加
頂
き
、
益
々
幅
広
い
同
窓

生
交
流
の
場
と
し
て
、
ご
利
用
、

ご
活
用
、
ご
協
力
を
賜
り
た
く

存
じ
ま
す
。

◇
第
４
回
結
果
報
告
◇

優　

勝
：
伊
澤  

孝
司
氏

（
高
36
期
）

準
優
勝
：
阿
川  
元
一
氏（高

7
期
）

第
３
位
：
影
山  

幸
一
郎
氏

（
高
38
期
）

　

尚
、
第
５
回
同
窓
会
コ
ン
ペ

は
９
月
21
日
（
木
）、
会
場
は

３
年
連
続
で
鳩
山
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
て
行
い
ま
す
（
雨
天

決
行
）。
参
加
の
お
申
し
込
み

は
昨
年
同
様
６
月
28
日
（
水
）

ま
で
に
同
窓
会
事
務
局
宛
に
お

願
い
致
し
ま
す
。
個
人
参
加
、

チ
ー
ム
参
加
も
歓
迎
で
す
。

　

正
式
な
開
催
通
知
の
発
送
は

参
加
の
お
申
込
み
戴
い
た
皆
様

宛
て
７
月
中
旬
発
送
、
９
月
上

旬
組
み
合
わ
せ
等
の
最
終
案
内

発
送
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
お
申
込
み
期

日
の
厳
守
や
同
窓
会
会
費
の
払

い
込
み
等
、
皆
様
の
お
力
添
え

を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

幹
事
：
伊
澤
・
阿
川

補
佐
：
赤
沼
参
与　

《
お
問
合
せ
》
赤
沼
Ｔ
Ｅ
Ｌ

　

０
４
９
―
２
３
４
―
１
５
３
０

前年実績 決算額
款 項 備  　　 考

繰越金 1,849,991 1,698,859
会  費 4,306,500 3,838,100
（イ） 入  会  金 1,603,000 1,575,000 ￥7,000×229名（前年）　￥7,000×225名（本年）

（ロ） 新入会員年会費 687,000 675,000 ￥3,000×229名（前年）　￥3,000×225名（本年）

（ハ） 年会費・寄付 1,581,500 1,421,100  既会員会費、お祝金等
（ニ） その他会費 435,000 167,000  総会、新年会、付属校新年懇親会

雑収入 37,777 37,333  預金金利、グッズ、写真、「鑑」各売上
計 6,194,268 5,574,292

経常収入 4,344,277 3,875,433

前年実績 決算額
款 項 備 　　  考

経常費 1,526,987 1,230,793
（イ） 学校協力費 667,925 387,314  生徒部活動援助、卒業生記念品
（ロ） 会　議　費 124,116 135,804  会議諸経費、新年顔合わせ会、新卒クラス委員説明会

（ハ） 組織活動費 333,680 269,192  広告費、付属校懇親会費用、組織拡充、事業委員会

（ニ） 印　刷　費 8,160 0  封筒印刷代
（ホ） 通　信　費 27,863 30,278  会議開催通知等郵便代、メール便代
（ヘ） 人　件　費 300,000 360,000  事務局員手当
（ト） 事務用品費 6,145 3,105  コピー用紙、各種印刷、ラベル用紙代
（チ） 雑　　　費 59,098 45,100  振込手数料、各ＯＢ総会お祝金、慶弔費等

事業費 2,968,422 2,262,903
（イ） 会報発行費 2,242,183 1,975,905  同窓会報発行費用、写真現像・プリント代、ｱﾙﾊﾞﾑ代

（ロ） ＨＰ費用 131,621 120,180  ﾚﾝﾀﾙｻｰﾊﾞｰ費用・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続料、サイト修正費

（ハ） 総会、委員総会費 594,618 166,818  総会費用（前年）、クラス委員総会（本年度）
積立金 名簿作成積立金 0 0  
予備費 予  備  費 0 0

計 4,495,409 3,493,696
次年度繰越金 1,698,859 2,080,596

合　　　計 6,194,268 5,574,292

普通預金残高　\2,016,719-　　小口現金　\63,877-　　定期預金　\2,001,459　　　　28年3月末日現在

　　　　　　              収 入 の 部　　                                               　

　　　　　　              支 出 の 部　　                                               　
科   目

科   目

前年実績 決算額
款 項 備  　　 考

繰越金 1,849,991 1,698,859
会  費 4,306,500 3,838,100
（イ） 入  会  金 1,603,000 1,575,000 ￥7,000×229名（前年）　￥7,000×225名（本年）

（ロ） 新入会員年会費 687,000 675,000 ￥3,000×229名（前年）　￥3,000×225名（本年）

（ハ） 年会費・寄付 1,581,500 1,421,100  既会員会費、お祝金等
（ニ） その他会費 435,000 167,000  総会、新年会、付属校新年懇親会

雑収入 37,777 37,333  預金金利、グッズ、写真、「鑑」各売上
計 6,194,268 5,574,292

経常収入 4,344,277 3,875,433

前年実績 決算額
款 項 備 　　  考

経常費 1,526,987 1,230,793
（イ） 学校協力費 667,925 387,314  生徒部活動援助、卒業生記念品
（ロ） 会　議　費 124,116 135,804  会議諸経費、新年顔合わせ会、新卒クラス委員説明会

（ハ） 組織活動費 333,680 269,192  広告費、付属校懇親会費用、組織拡充、事業委員会

（ニ） 印　刷　費 8,160 0  封筒印刷代
（ホ） 通　信　費 27,863 30,278  会議開催通知等郵便代、メール便代
（ヘ） 人　件　費 300,000 360,000  事務局員手当
（ト） 事務用品費 6,145 3,105  コピー用紙、各種印刷、ラベル用紙代
（チ） 雑　　　費 59,098 45,100  振込手数料、各ＯＢ総会お祝金、慶弔費等

事業費 2,968,422 2,262,903
（イ） 会報発行費 2,242,183 1,975,905  同窓会報発行費用、写真現像・プリント代、ｱﾙﾊﾞﾑ代

（ロ） ＨＰ費用 131,621 120,180  ﾚﾝﾀﾙｻｰﾊﾞｰ費用・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続料、サイト修正費

（ハ） 総会、委員総会費 594,618 166,818  総会費用（前年）、クラス委員総会（本年度）
積立金 名簿作成積立金 0 0  
予備費 予  備  費 0 0

計 4,495,409 3,493,696
次年度繰越金 1,698,859 2,080,596

合　　　計 6,194,268 5,574,292

普通預金残高　\2,016,719-　　小口現金　\63,877-　　定期預金　\2,001,459　　　　28年3月末日現在

　　　　　　              収 入 の 部　　                                               　

　　　　　　              支 出 の 部　　                                               　
科   目

科   目

前年予算 前年実績 本年度予算 備考
項 28年3月末 28年4月～29年3月

繰越金 1,132,939 1,698,859 2,080,596
会　費 4,550,000 3,838,100 4,250,000
（イ） 入　会　金 1,610,000 1,575,000 1,575,000 7,000円×225名
（ロ） 新入会員年会費 690,000 675,000 675,000 3,000円×225名
（ハ） 年会費・寄付 2,000,000 1,421,100 1,800,000 既会会費、お祝い金等
（ニ） その他会費 250,000 167,000 200,000 総会会費、新年顔合わせ会費等

雑収入 50,000 37,333 50,000 預金利息、鑑等グッズ売上
5,732,939 5,574,292 6,380,596

経常収入 4,600,000 3,875,433 4,300,000

前年予算 前年実績 本年度予算
項 備考

経常費 1,510,000 1,230,793 1,510,000
（イ） 学校協力費 430,000 387,314 430,000 生徒部活動援助、卒業記念品代
（ロ） 会　議　費 180,000 135,804 180,000 会議諸費用、新年顔合わせ会、新卒ｸﾗｽ委員説明会

（ハ） 組織活動費 400,000 269,192 450,000 協賛広告費、付属校懇親会費用、大学関連団体行事費

（ニ） 印　刷　費 30,000 0 20,000 封筒印刷費
（ホ） 通　信　費 100,000 30,278 50,000 会議開催通知郵便代、メール便代
（へ） 人　件　費 300,000 360,000 360,000 事務局員手当
（ト） 事務用品費 10,000 3,105 10,000 PC等事務用品
（チ） 雑　　　費 60,000 45,100 10,000 慶弔費、各ＯＢ会総会お祝金、振込手数料

事業費 2,450,000 2,262,903 2,600,000
（イ） 会報発行費 2,050,000 1,975,905 2,200,000 同窓会報発行費、写真プリント代、アルバム代
（ロ） ＨＰ費用 250,000 120,180 250,000 ＨＰ費用、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続料、ﾚﾝﾀﾙｻｰﾊﾞｰ費用
（ハ） 総会、委員総会 150,000 166,818 150,000 クラス委員総会費

積立金 名簿作成積立金 500,000 0 500,000 財務委員　前年度積立せず
予備費 50,000 0 100,000

4,510,000 3,493,696 4,710,000
1,222,939 2,080,596 1,670,596
5,732,939 5,574,292 6,380,596

普通預金残高　\2,016,719(三菱東京ＵＦＪ吉祥寺支店) /小口現金　\63,877/定期預金（積立金）　\2,001,459　（ 28年3月31日現在）

次年度繰越金
合計

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科   目

計

科   目

計

法政大学高等学校同窓会　同窓会会員　各位
監査報告書

平成 27 年度（27 年４月１日～ 28 年３月 31 日）、同窓会収支決算書の会計監査を平成 28 年 5 月 28 日に実施した。
会計監査の結果、業務の執行及び決算書類、会計処理は適正に実施されており、収支決算書は適正であること
をみとめます。

　平成 28 年 5 月 28 日　

　

第
４
回
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
報
告

　
　
　
　
　

及
び 

第
５
回
開
催
の
ご
案
内
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第
32
回
法
政
大
学
付
属
高
校

                 

同
窓
会
役
員
懇
親
会

　

い
つ
も
法
政
高
校
同
窓
会
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

同
窓
会
で
は
、「
母
校
愛
」「
母
校
へ
の

貢
献
」
を
共
通
理
念
と
し
て
活
動
を
共
に

す
る
役
員
を
公
募
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
報
委
員
会
で
は
、
広
報
活
動
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し

て
い
ま
す
。
左
記
の
通
り
活
動
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
各
々
得
意
な
方
、
好
き
な
方
、

興
味
が
あ
る
方
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

広
報
活
動
内
容

　

◎
会
報
作
成
に
係
る
活
動

　
　
（
取
材
・
写
真
撮
影
・
加
工
・
印
刷
デ
ザ
イ
ン
）

　

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
係
る
活
動

　
　
（
各
種
デ
ー
タ
加
工
・
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
作
業
）

　

◎
同
窓
会
会
員
名
簿
の
管
理

（
広
報
委
員
長  

大
貫  

光
伸
）

　

同
総
会
費
の
収
入
は
、
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ

り
年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
方
、
支
出
の

方
も
学
校
協
力
費（
生
徒
部
活
動
支
援
等
）、
同
窓

会
会
報
費
な
ど
増
え
て
お
り
ま
す
。
収
支
バ
ラ
ン

ス
に
は
気
を
つ
け
て
い
る
つ
も
り
で
す
が
、
財
務

状
況
は
な
か
な
か
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
繰
越
金
が

年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

収
入
元
は
同
窓
会
年
会
費
と
新
卒
業
生
の
入
会

金
だ
け
で
す
。
今
年
度
は
会
費
納
入
に
関
係
な
く
、

同
窓
会
会
報
は
同
窓
生
に（
一
万
三
千
余
）を
発
送

致
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
今
年
度
も
、
同
窓
会
会
費（
三
千
円
）の
お
振

込
み
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
振
込
用
紙
は
会

報
に
同
封
い
た
し
ま
し
た
。

（
財
務
担
当
副
会
長　

相
川 

欣
運
）

　いつも同窓会にご協力をいただきまして有難う御座います。
　先般、会員の個人宅に「同窓会に 30 万円の寄付をお
願いします」という旨の文書と口座番号が明記された振込用
紙が送付されてきた、との連絡がありました。
　法政高校同窓会におきましては、会報と一緒に同封する
振込用紙の口座以外に振込みをお願いすることはありませ
ん。もし同窓会を名乗ってお振込み依頼などの文書が送付
されてきましたら、事務局までご連絡をお願いいたします。

（同窓会事務局）

　発行年度により多少の差はありますが、毎回かなりの数の不達が発
生しております。不達理由はさまざまですが一番目立つのは「転居」に
よる不達です。このことは私共にとりましても大変残念な思いです。お
住居の変更等がありましたら是非共クラス委員の方々へご連絡下さい。
又直接、同窓会事務局にお知らせいただいても結構です。これにつきま
しては各クラス委員の皆さまにも、クラス委員総会などでご協力をお願
いしております。
　これからも一人でも多くの同窓生の皆さまへ会報「進取」をお届け出
来ますよう、私共もがんばります。どうかよろしくお願い致します。

（組織拡充委員長　澤田 安弘）

　

平
成
29
年
度
・
第
22
回
法
政
大
学

高
等
学
校
同
窓
会
総
会
を
左
記
の
通

り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
は
会
場
を
法
政
大
学
市
ヶ
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
し
、
大
学
の
新
施

設
見
学
、
懇
親
会
で
の
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
O
B
会
の
方
々
の
演
奏
会
を
企

画
い
た
し
ま
し
た
。
ご
友
人
を
お
誘

い
の
上
、
ご
出
席
賜
り
ま
す
よ
う
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

記

期　

日　
　

平
成
29
年
６
月
17
日（
土
）

会　

場　
　

法
政
大
学
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　

富
士
見
坂
校
舎　

食
堂

会　

費　
　

５
０
０
０
円

受
付
時
間　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

総　

会　
　
　
　

２
時
よ
り

議　

題　
　

平
成
28
年
度
事
業
報
告

　
　
　
　
　

平
成
28
年
度
決
算
報
告

　
　
　
　
　

平
成
28
年
度
監
査
報
告

　
　
　
　
　

平
成
29
年
度
事
業
計
画

　
　
　
　
　

平
成
29
年
度
予
算
案
の
件

　
　
　
　
　

   

役
員
改
選　

そ
の
他

校
内
見
学

懇
親
会

　
　
　
　
　

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
O
B
会
演
奏

　
　
　
　
　

校
歌
斉
唱

　
　
　
　
　

閉　

会　

５
時
30
分
予
定

　

な
お
、
準
備
の
都
合
上
、
ご
出
欠

の
ご
連
絡
は
同
封
ハ
ガ
キ
、
メ
ー
ル
、

お
電
話
で
、
５
月
22
日
ま
で
に
事
務

局
宛
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

総
会
準
備
委
員
長　

田
邉　

勉

物
故
者

　
元
校
長

　
　
山
上
　
英
男  

先
生

２
０
１
６
年
年
５
月
12
日
ご
逝
去

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
享
年
78
歳
）

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

1.2.3.4.5.6.

　

平
成
二
十
九
年
二
月
十
八
日
（
土
）
十
七
時

よ
り
銀
座
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ
に
於
い

て
、
第
三
十
二
回
法
政
大
学
付
属
高
校
同
窓
会

役
員
懇
親
会
が
本
校
同
窓
会
が
幹
事
校
と
な
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
法
政
大
学
か
ら
広
瀬
常
務
理
事
を
は
じ

め
、
校
友
会
、
各
付
属
校
校
長
の
来
賓
の
皆
様

を
は
じ
め
、
出
席
八
十
余
名
と
な
る
盛
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
岩
村
法
政
大
学
高
等
学
校
同
窓
会

長
の
開
会
宣
言
に
始
ま
り
、
来
賓
の
皆
様
の
ご

祝
辞
を
頂
戴
し
た
後
、
岡
田
安
弘
校
友
会
顧
問

の
ご
発
声
に
よ
る
乾
杯
を
経
て
、
各
同
窓
会
か

ら
の
近
況
報
告
や
役
員
紹
介
が
行
わ
れ
大
い
に

親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
は

法
政
大
学
第
四
十
四
応
援
団
長
高
村
嘉
昭
氏
の

エ
ー
ル
に
て
全
員
で
校
歌
を
唱
歌
し
、
有
意
義

な
時
間
を
締
め
括
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
法
政
大
学
第
二
高
等
学
校
同
窓
会
が

幹
事
校
と
な
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
フ
ラ
ッ
グ

の
継
承
を
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

組
織
拡
充
副
委
員
長　

押
山
憲
昭

同
窓
会 

役
員
・
広
報
ス
タ
ッ
フ
募
集

同
窓
会 

年
会
費（
年
三
千
円
）納
入
の
お
願
い

大切なお知らせ

「転居先」ご連絡下さい！ 振込詐欺にご注意ください！

第
22
回 

同
窓
会
総
会
開
催
の
ご
案
内


